
応用動物科学コース 学外機関との連携

■ これまでの共同研究の一部

応用生物科学部と名古屋港水族館（財団法人名古屋みなと
振興財団）は，2009年６月8日に，学術交流協定を締結し
ました。名古屋港水族館が新体制となって，岐阜大学が最
初の協定校です。野生動物の飼育･展示及び種の保存におけ
る科学技術の発展が両機関の学術的利益に寄与することを
共通認識し，取り交わされました。

名古屋港水族館
との学術交流

シャチの排卵周期を調査するために，
直腸温と糞中ホルモン(プロジェステロ
ン)の測定の有用性について検討してき
ました。飼育係の合図により仰臥位で
静止させ，直腸温，直腸糞および血液
を採取し，生理値の測定を行いました。
血中ホルモンと直腸温の測定値はそれ
ぞれ44.9日周期と44.6日周期を示し，
ほぼ同じであることが分かりました。
また，糞中ホルモン値の変動は血中と
非常に類似していました。

この結果から，直腸温の日常的な測
定と，また同様の状態で採取できる直
腸糞を用いたホルモン分析は，シャチ
の排卵周期を把握するための低侵襲的
な方法(ストレスが少ない)として有用な
ことがわかりました。

（動物繁殖学研究室）

シャチの排卵周期を調べる新たな方法を確立！

（a）セキショクヤケイ （d）ヨーロッパフラミンゴ
（b）モモイロペリカン （e）フンボルトペンギン
（c）ニホンウズラ

生命を守る卵の殻の秘密を研究中！

●卵殻断面の電子顕微鏡像

●卵殻クチクラ成分の構成元素の分析
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●血中ホルモンと体温の関係

（S：卵殻層 C，↑：クチクラ層）

①名古屋港水族館で飼育する動物の研究に関する事項
②名古屋港水族館における環境教育に関する事項
③野生動物の保全及び共生に関する事項
④学術情報及び資料の交換等に関する事項 など

■ 名古屋港水族館との研究/相互協力内容

（岐阜新聞 2009年６月９日）

■ 名古屋港水族館での講義と見学

水族館の方々から，水族館の役割や魚類･鯨類の飼育に関するレクチャーを受
けた後，2班に分かれて北館（鯨類展示）とカメ類繁殖研究施設等のバック
ヤード（飼育水槽，鯨類プール，調餌室，冷凍室，ポンプ室など）を見学。そ
の後は自由見学とし，イルカパフォーマンスなども。水族館の生物飼育や希少
種保全に関する現場の様々な工夫や努力を学びます。（1年生の新入生セミナーにて）

鳥類の繁殖地は岩場，砂地，泥地
や草地と広範な環境に展開していま
す。大多数の鳥類では，親鳥がその
環境下で抱卵を行い，雛を孵化させ
ます。その際に，親鳥の体重が卵に
加わるため，卵殻にはそれに耐える
だけの硬さや弾性が求められます。

鳥類によって，抱卵する物理的環
境が異なっていることは，卵殻の構
造に，そういった環境でも破壊され
ない，またはそういった環境しか許
されないといった仕組みがあるかも
しれません。様々な鳥類の卵殻や，
さらに爬虫類の卵殻を用いて，その
構造，構成ミネラルおよび結晶構造
を調べる研究を行っています。

（動物発生進化学研究室）


